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お
伽
草
子
と
女
人
往
生
の
説
法

―

「ゑ
ん
が
く
」
「花
情
物
語
」
「胡
蝶
物
語
」
を
中
心
に
―

一

中
世
寺
院
で
の
学
問

・
注
釈
や
説
話
が
、
中
世
文
芸
に
深
く
関
わ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
お
伽
草
子
も
、
例
外
で
は
な
い
。

し
か
し
、
未
だ
、
お
伽
草
子
に
現
れ
る
仏
教
性
に
つ
い
て
は
、
単
な
る

信
仰
心
の
現
れ
と
と
ら
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
お
伽
草
子
と
寺
院
と
の

関
係
が
確
か
に
な
っ
た
今
、
そ
の
仏
教
的
な
側
面
と
い
う
も
の
が
具
体

的
に
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
浄
土
教
系
の
宗
派
で
行
わ
れ
た
女
人
往
生
の

説
法
が
お
伽
草
子
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
す

２の
。法
然
の

『無
量
寿
釈
」
に
説
か
れ
る
女
人
往
生
論
は
、
「無
量
寿
経
」

に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
の
四
十
八
の
誓
願
か
ら
、
第
三
十
五
願
を
取
り
上

げ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
阿
弥
陀
仏
は
第
十
八
願
で

「十
方
衆

生
」
を
救
う
と
誓
っ
た
が
、
第
三
十
五
願
で

「女
人
」
を
救
う
と
再
度

箕
浦
　
尚
美

誓

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
比
叡
山
な
ど
の
多
く
の
霊
地
か
ら
排
斥
さ
れ
る

障
り
重
き
女
人
に
も
往
生
が
約
束
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

こ
の
論
は
、
「女
人
往
生
集
』
や

「女
人
往
生
聞
書
」
な
ど
の
中
世
談
義

本
に
も
見
ら
れ
る
が
、
阿
弥
陀
の
誓
願
を
説
く
た
め
に
、
女
人
禁
制
の

地
や
女
人
の
罪
障
を
言
っ
た
経
文
を
列
挙
し
て
女
人
の
罪
障
を
強
調
す

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
女
性
蔑
視
と
も
見
え
る
こ
の
よ
う
な
論
が
本
当

舞
鰈

螺

霧

辞

靴

鶴

蹄

魏

勢

証

妻

縄

導

『大
仏
供
養
物
語
」
、
「花
情
物
語
」
、
「胡
蝶
物
語
」
な
ど
の
お
伽
草
子
に

も
現
れ
る
。
お
伽
草
子
以
外
で
は
、
法
然
の
説
法
に
関
わ
る

コ
日我
物

議
巴

巻
十
二

「少
将
法
門
の
事
」
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず

れ
も
、
物
語
中
で
説
法
を
行
う
と
い
う
形
で
現
れ
る
が
、
談
義
本
の
文

辞
に
か
な
り
近
い
文
辞
を
持
つ
も
の
と
そ
う
で
は
な
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
実
際
に
広
く
行
わ
れ
た
女
人
往
生
の
説
法
の
重
層
性
を

示
す
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
が
、
物
語
の
成
立
基
盤
を
も
反
映
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
「
い
づ
は
こ
ね
の
本
地
』
、
「祇

王
』
、
「く
ち
き
ざ
く
ら
」
、
「じ
ぞ
り
弁
慶
」
、
「百
万
物
語
」
な
ど
、
説
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法
の
形
で
な
く
と
も
、
阿
弥
陀
の
第
三
十
五
願
に
よ
っ
て
女
人
往
生
を

説
く
お
伽
草
子
は
多
く
あ
り
、
女
人
往
生
の
説
法
を
含
ん
で
い
る
こ
と

は
必
ず
し
も
特
殊
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
お
伽
草
子
と
談
義
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
た
め
に
、
談

義
本
と
し
て
享
受
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

「大
仏
供
養
物
語
」
に
は
触
れ

ず
、
異
類
発
心
諄
で
あ
る

『
ゑ
ん
が
く
』
や
、
花
の
精
の
物
語
で
あ
る

「花
情
物
語
』
や
『胡
蝶
物
語
』
に
つ
い
て
各
々
の
作
品
の
性
格
を
考
え

る
こ
と
と
す
る
。

二

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
の
奈
良
絵
本

一
本
の
み
が
知
ら
れ
る
「ゑ
ん
が

く
」
は
、
猿

「
ゑ
ん
が
く
」
の
発
心
往
生
諄
で
あ
る
。
黒
田
佳
世
氏
が
、

働
舗

確

鍬

鞣

鏡

計

牲

¨
嬌

鹸
劃
諄

凝
漱
虹
潔

ど
下
ら
な
い
時
期
で
あ
ろ
う
か
。
女
人
往
生
の
説
法
に
関
す
る
部
分
は

次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

世
の
中
の
無
常
に
、
出
家
を
決
意
し
た

「
ゑ
ん
が
く
」
は
、
妻
の

猿
に
出
家
を
妨
げ
ら
れ
る
の
を
恐
れ
な
が
ら
も
、自
ら
の
固
い
決

心
を
信
じ
て
打
ち
明
け
、
妻
に
、
女
人
往
生
を
説
く
。
女
は
五
障

三
従
の
罪
が
深
く
、
一二
世
十
方
の
諸
仏
に
嫌
わ
れ
、
比
叡
山
や
高

野
山
な
ど
に
は
結
界
の
地
が
あ

っ
て
入
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し

か
し
、
阿
弥
陀
如
来
は
、
悪
人
、
女
人
を
仏
に
し
よ
う
と
、
五
劫

の
間
思
惟
し
、
永
劫
の
間
修
行
し
て
四
十
人
の
大
願
を
立
て
た
。

中
で
も
、
第
三
十
五
願
で
は
女
人
往
生
を
誓

っ
て
い
る
。
人
万
諸

経
の
中
に
は
女
が
仏
に
な
る
こ
と
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
例
え

ば
、
あ
る
経
に
、
「あ
ら
ゆ
る
三
せ
ん
か
い
の
男
の
、
も
ろ
ノ
ヽ

の
ほ
ん
な
う
を
あ
は
せ
あ
つ
め
て
、
に
よ
に
ん

一
人
の
、
こ
う
と

な
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
諸
仏
に
嫌
わ
れ
た
女
性

を
不
憫
に
思
っ
て
、阿
弥
陀
仏
は
女
人
往
生
を
誓
っ
た
の
だ
な
ど

と
説
く
。
妻
の
猿
は
感
動
し
、
共
に
出
家
し
、
旅
に
出
る
。

「
ゑ
ん
が
く
」
の
語
る
女
人
往
生
論
は
、
「女
人
往
生
聞
書
』
と
同
じ

魏

〆

嬢
鶴
螺
を 一
詢
れ
軒

静

行

舛

罹

貞

封

碑

鮮

子
存
覚
が
元
亨
四
年

（
〓
壬
一四
）
に
著
し
た

「女
人
往
生
聞
書
』
は
、

大
分
県
専
想
寺
蔵
文
明
三
年

（
一
四
七
こ

天
然
浄
祐
書
写
本
を
は
じ

め
、
寛
文
九
年

（
Ｉ
ハ
エハ九
）
刊
な
ど
の
版
本
も
あ
る
流
布
し
た
談
義

本
で
、
「
ゑ
ん
が
く
』
の
作
者
は
特
に
こ
れ
に
親
し
ん
で
お
り
、
」ゝ
れ
を

利
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「女
人
往
生
聞
書
」
と

『
ゑ
ん
が
く
』
の
直
接
的
な
関
係
を
と
ら
え
る

た
め
に
、
ま
ず
、
「女
人
往
生
聞
書
」
と
、
他
の
談
義
本
や

「無
量
寿
経

釈
」
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
女
人
往
生
の
談
義
本

と
法
然
の

「無
量
寿
経
釈
』
の
女
人
往
生
論
を
比
較
す
る
と
、
女
人
禁

制
の
地
を
列
挙
し
た
部
分
な
ど
、
談
義
本
の
か
な
り
の
部
分
は
、
「無

量
寿
経
釈
』
の
文
辞
と
重
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「無
量
寿
経
釈
」
に

は
、
「
ゑ
ん
が
く
」
の
内
容
説
明
で
引
用
し
た

「あ
ら
ゆ
る
三
せ
ん
か
い

-24-



の
」
の
よ
う
な
、
女
人
の
罪
障
を
言
っ
た
句

（以
下
こ
れ
を
女
人
罪
障
の

句
と
呼
ぶ
。）
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
『無
量
寿
経
釈
」
と

「
ゑ
ん
が

く
」
と
の
直
接
関
係
は
考
え
ら
れ
な
い
。
談
義
本
に
は
女
人
罪
障
の
句

が
記
さ
れ
て
お
り
、
「女
人
往
生
聞
書
」
に
見
ら
れ
る
八
つ
の
句
は
、
最

初
の
三
つ
が

「
ゑ
ん
が
く
」
に
も
同
じ
順
序
で
現
れ
る
。
そ
の
人
つ
の

句
を
順
に
記
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
涅
槃
経
ニ
イ
ハ
ク
、
所
有
三
千
界
男
子
諸
煩
悩
、
合
集
為

一
人

女
人
之
業
障

②
マ
タ
イ
ハ
ク

（涅
槃
経
）
、
女
人
大
魔
王
、
能
食

一
切
人
、
現
世

作
纏
縛
、
後
生
為
怨
敵

③
心
地
観
経
ニ
イ
ハ
ク
、
一二
世
諸
仏
眼
堕
落
於
大
地
、
法
界
諸
女

人
永
無
成
仏
願

④
優
填
王
経
ニ
イ
ハ
ク
、
女
人
最
為
悪
難

一
、
縛
著
牽
人
入
罪
門

⑤
貴
積
経
ニ
イ
ハ
ク
、
一
於
女
人
能
失
眼
功
徳
、
縦
雖
見
大
蛇
不

可
見
女
人

⑥
阿
含
経
エ
イ
ハ
ク
、
一
於
女
人
永
結
三
途
業
、
何
況

一
犯
定
堕

無
間
獄

⑦
智
度
論
ニ
イ
ハ
ク
、
清
風
無
色
猶
可
捉
、
転
蛇
含
毒
猶
可
触
、

執
剣
向
敵
猶
可
勝
、
女
賊
害
人
難
可
禁

③
唯
識
論
ニ
イ
ハ
ク
、
女
人
地
獄
使
永
断
仏
種
子
、
外
面
似
菩
薩

内
心
如
夜
叉

『女
人
往
生
集
」
に
は
、
①
③
③
の
順
、
「女
人
教
化
集
』
に
は
、
③

③
⑦
②
①
の
順
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
の
著
作
に
も
、
「法
華
題

嘲
解

軸

蝸

よ
『燎
は
イ

奸

鵠

げ
癬
蒔

免

鱚

に
引
用
さ
れ
る
句
は
限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
④
⑦
は
、
「女

人
往
生
聞
書
』
本
文
に
示
さ
れ
て
い
る
経
典
の
文
句
で
あ
る
が
、
そ
の

難
盗

いけ鐸

菱

舗
鍵

競

権
続
弩
曜
巌
襴
諄
論

③
、
「花
情
物
語
」
、
「胡
蝶
物
語
」
に
①
③
、
「
い
そ
ざ
き
』
、
「硯
わ
り
』

（広
島
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
）
、
「浄
瑠
璃
物
〓
巴
（赤
木
文
庫
蔵
絵
巻
）
に

③
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
然
の
説
法
に
直
接
関
わ
る

「大
仏
供
養
物
語
」
や

『曽
我
物
語
」
以
外
の
物
語
に
も
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
場
合
に
は
、
主
に
、
「宝
物
集
』
に
も
見
ら
れ
る
①
③
が
中
心
で
あ

ろ
”
一
方
、
談
義
本
で
は
、
前
に
記
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
句
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、
「
ゑ
ん
が
く
」
や

「大
仏
供
養
物
語
』
が
①
③

以
外
の
句
を
引
用
す
る
こ
と
も
、
談
義
に
近
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
「女
人
往
生
聞
書
』
と

『
ゑ
ん
が
く
』
は
次

頁
の

【表
】
の
部
分
ま
で
も
が

一
致
す
る
。

こ
の
部
分
は
他
の
談
義
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
「
ゑ
ん
が

く
』
は
い
く
つ
か
あ
る
浄
土
教
系
の
談
義
本
の
中
で
も
、
「女
人
往
生

聞
書
」
に
も
っ
と
も
近
く
、
恐
ら
く
、
そ
れ
を
直
接
、
利
用
し
た
と
考

え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

―- 25-―



【表
】

を
ん
な
は
、
め
に
み
え
て
、
つ

み
は

つ
く
ら
ぬ
や
う
な
れ
と

も
、
た
ち
ゐ
、
お
き
ふ
し
に
、

お
も
ふ
事
は
、
さ
い
こ
う
に
あ

ら
す
と
、
い
ふ
事
な
し

あ
し
た
に
は
、
か

ヽ
み
に
む
か

ひ
て
、
ま
ゆ
す
み
の
、
よ
そ
ほ

ひ
を
か
ひ
つ
く
ろ
ひ
、
ゆ
ふ
ヘ

に
、
い
し
や
う
に
、
た
き
物
、

か
う
は
し
く
、
あ
ひ
し
や
く
を

も

つ
て
、
思
ひ
と
し
、
ね
た
み

そ
ね
み
を
こ
と

ヽ
せ
り

身
を
い
み
し
く
、
お
つ
と
を
、

い
や
し
く
か
ろ
し
め
、
し
ん
い

を
さ
か
り
、
」ヽ
れ
し
か
し
な
か

ら
、
り
ん
ゑ
の
、
こ
う
ゐ
ん
な

り
、
か
み
を
な
て
、
か
た
ち
を

か
さ
る
事
、
し
や
う
し
、
し
や

う
し
の
、
き

つ
な
な
り

『
ゑ
ん
が
く
」

マ
サ
シ
ク
ロ
ニ
ア
ラ
ハ
レ
タ
ル

大
罪
ナ
ト
ヲ
ハ
ツ
ク
ラ
サ
ル
様

ナ
レ
ト
モ
、
行
住
坐
臥
ノ
フ
ル

マ
ヒ
、
昼
夜
朝
暮
ノ
オ
モ
ヒ
、

罪
業
ニ
ア
ラ
ス
ト
イ
フ
コ
ト
ナ

ク
、
悪
因
ニ
ア
ラ
ス
ト
イ
フ
コ

ト
ナ
シ
。
ア
シ
タ
ニ
ハ
明
鏡
ニ

ム
カ
ヒ
″
清
ボ
ツ
ョ
ソ
ホ
ヒ
ヲ

カ
イ
ツ
ク
ロ
ヒ
、
ユ
フ
ヘ
ニ
ハ

衣
装
ニ
タ
キ
モ
ノ
／ヽ
ヴ等
婚
ク
ト

ハ
ナ
ハ
タ
シ
カ
ラ
ン
コ
ト
ラ
オ

モ
ヘ
リ
。
愛
著
ヲ
モ
テ
オ
モ
ヒ

ト
シ
、
嫉
妬
ヲ
モ
テ
コ
ト

ヽ
セ

リ
。
身
ヲ
執
シ
ヒ
ト
ヲ
ソ
ネ
ム

コ
ヽ
口
、
シ
カ
シ
ナ
カ
ラ
輪
廻

ノ
ナ
カ
タ
チ
ト
ナ
リ
、
カ
ミ
ヲ

ナ
テ
カ
タ
チ
ヲ
カ
サ
ル
ワ
サ
コ

ト
ノ
ヽ
ク
生
死
ノ
ミ
ナ
モ
ト
ナ

「女
人
往
生
開
書
』

し
か
し
、
「女
人
往
生
聞
書
」
と

「
ゑ
ん
が
く
』
の
言
説
は
、
順
序
ま

で
も
全
く
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
作
者
が
普
段
か
ら

『女
人
往
生
聞
書
』
に
親
し
ん
で
い
て
、
物
語
に
合
わ
せ
て
適
当
な
部

分
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
ゑ
ん
が
く
」
の
文
辞
は
、
【表
】
の
部
分
で
は
、

「女
人
往
生
聞
書
』
で
漢
語
の
左
側
に
「
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
カ

ヽ
ミ
」
、
「
カ

ウ
ハ
シ
カ
ラ
ン
コ
ト
」
な
ど
と
振
ら
れ
て
い
る
訓
に
近
く
、
女
人
罪
障

の
句
の
引
用
部
分
で
は
、
「女
人
往
生
聞
書
』
で

「
コ
ノ
文
ノ
コ
、
ロ

ハ
」
と
し
て
訓
読
し
て
い
る
部
分
と

一
致
し
、
そ
の
訓
読
文
中
で
も
、

「纏
縛
」
（②
の
句
の
議じ

を
、
「ま
と
は
り
て
」
と
す
る
よ
う
に
、
左
訓

に
近
い
が
、
「女
人
往
生
聞
書
』
の
言
説
を
自
在
に
操
る
こ
と
の
で
き

る
人
物
が

『
ゑ
ん
が
く
」
を
作

っ
た
と
す
る
と
、
「
ゑ
ん
が
く
』
の
文
辞

は
、
実
際
の

「女
人
往
生
聞
書
』
の
言
説
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ

２一
。さ
て
、
「
ゑ
ん
が
く
」
が

「女
人
往
生
聞
書
」
を
利
用
し
て
作
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
黒
田
佳
世
氏
が
、
寺
社
巡
り
の
景
観
年
代
を
割

り
出
さ
れ
た
こ
と
と
併
せ
て
ご
」
の
物
語
が
仏
教
的
な
啓
蒙
を
中
心
と

し
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
ゑ
ん
が
く
』
は
、
地
味
な
作
品
で
、
異
類
物
と
い
う
以
外
に
は
、
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
説
法
や
寺
社
巡
り
を
具
体
的
に

と
ら
え
直
す
と
、
ま
さ
に
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
物

語
と
し
て
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
物
語
中
で
示

さ
れ
る
説
話
の
中
に
は
、
弘
法
大
師
説
話
な
ど
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い

る
も
の
と
は
少
し
異
な
っ
た
も
の
が
あ
る
が
、
作
者
の
知
識
基
盤
を
知

る
手
が
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
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三

『花
情
物
語
」
と

『胡
蝶
物
語
」
は
、
と
も
に
、
女
性
の
姿
に
変
じ
た

花
の
精
が
聖
を
訪
ね
、
説
法
に
感
動
し
て
歌
を
詠
む
物
語
で
あ
る
。
草

木
の
精
が
聖
を
訪
ね
る
と
い
う
こ
の
よ
う
な
趣
向
は
、
謡
曲

『芭
蕉
』
、

「半
蔀
』
、
「杜
若
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
、
珍
し
く
は
な
い
が
、
こ
の
二
つ

の
物
語
に
は
、
共
通
し
た
和
歌
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
関

縣
働』授颯̈
鰤協記制
雛
一わ靭羨証泄
版
毎
雄

次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

花
を
好
む
た
め
に
、
一示
童
に

「胡
蝶
」
と
名
付
け
ら
れ
た
男
が
母

を
失
う
。
無
常
を
感
じ
、
釈
迦
で
さ
え
、
死
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
に
思
い
を
巡
ら
し
、
東
山
に
遁
世
す
る
。
人
々

に
崇
め
ら
れ
、
「弥
勒
上
人
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
更

に
俗
世
を
離
れ
た
い
と
、
北
山
の
奥
に
移

っ
て
庵
を
結
ぶ
。
あ
る

夜
更
け
、
老
尼
と
高
貴
な
女
房
達
が
三
十
人
ほ
ど
訪
れ
、
教
化
を

乞
う
の
で
、
魔
縁
の
者
か
と
怪
し
み
な
が
ら
も
説
法
を
行
う
。
女

人
罪
障
の
句
や
女
人
禁
制
の
地
を
あ
げ
て
、女
人
の
罪
障
の
深
い

こ
と
を
示
し
、
釈
迦
如
来
の
慈
悲
に
よ
つ
て
救
わ
れ
あ
と
説
く
。

さ
ら
に
、
「法
華
経
』
の
妙
文

「草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
や
禅
で

用
い
ら
れ
る

「迷
故
三
界
城
、
悟
故
十
方
空
、
本
来
無
東
西
、
何

所
有
南
北
」
と
い
っ
た
句
も
利
用
し
な
が
ら
説
法
を
進
め
、
女
で

あ
っ
て
も
妄
念
を
切
り
捨
て
て
仏
を
頼
め
ば
よ
い
と
説
く
。女
房

達
は
随
喜
の
涙
を
流
し
、
か
つ
て
上
人

（「胡
蝶
し

に
愛
さ
れ
た

花
の
精
で
あ
る
と
明
か
し
、花
の
名
を
読
み
込
ん
だ
釈
教
歌
を
詠

ん
で
去

っ
て
い
く
。

「胡
蝶
物
語
」
は
、
伝
本
に
、
後
水
尾
天
皇

（
一
五
九
六
～
Ｉ
ハ
八
〇
）

作
と
伝
え
る
国
会
図
書
館
蔵
写
本
な
ど
も
あ
り
、
刊
本
も
あ
っ
て
広
く

読
ま
れ
た
趣
深
い
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「花
情
物
語
』
は
、

聖
の
も
と
に
花
の
精
変
じ
る
女
房
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
単
純
な
設
定

燎趙
粥
権
螂
電
羹
鰤
諏
卜暉辞

短
く
、
宗
派
に
固
執
し
な
い
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

「花
情
物
語
」
は
、
高
山
市
歓
喜
寺
に

一
本
の
み
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

同
寺
に
は
他
に
、
「秋
月
物
語
」
、
「西
行
の
物
か
た
り
」
、
「常
盤
物
語
」
、

「滝
口
物
語
」
が
あ
り
、
「常
盤
物
語
』
の
奥
書
に
は

「寛
永
八
年
九
月

上
旬
　
よ
ま
　
と
う
わ
ん
様
御
筆
」
と
あ
る
。
「等
安
」
は
、
高
山
市
照

蓮
寺
十
三
世
宣
明

（
一
五
六
五
～
Ｉ
ハ
四
こ

の
号
で
、
歓
喜
寺
の
祖
で

あ
る
治
部
卿
明
了

（
一
六
一
九
～
三
ハ九
五
）
は
、
彼
の
次
男
で
あ
る
。

照
蓮
寺
は
、
飛
騨
国
の
浄
土
真
宗
の
拠
点
と
な
っ
た
寺
院
で
、
寛
永
叶

八
年

（
三
ハ
四
こ

に
は
東
本
願
寺
法
主
宣
如
の
娘
が
降
嫁
し
て
い
る
。

刊
本
も
あ
る

「胡
蝶
物
語
」
に
対
し
、
女
人
往
生
の
説
法
を
強
く
説
い

た
こ
の
物
語
が
浄
土
真
宗
の
寺
院
に
伝
存
す
る
こ
と
は
、
物
語
の
成
立

や
享
受
を
考
え
る
点
で
興
味
深
い
。
お
伽
草
子
に
は
異
本
が
多
く
存
在

し
、
こ
の
二
つ
の
物
語
に
も
、
そ
の
中
間
形
態
や
祖
本
と
な
る
べ
き
物
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語
が
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
しヽ
」
で
は
こ
の
二
つ
の
う
ち

ど
ち
ら
が
先
行
す
る
の
か
を
検
討
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
性
格

を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
説
法
の
女
人
往
生
に
関
す
る
部
分
を
比
較
し
て
み
る
。
「胡

蝶
物
語
』
は
い
ろ
い
ろ
な
宗
派
の
説
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
女
人
罪
障
の
句
や
女
人
禁
制
の
地
を
記
し
た
部
分
も
あ
り
、
末
尾

は
、
し
や
か
に
よ
ら
い
の
、
御
ち
ひ
の
、
あ
り
か
た
さ
は
、
一
ね
ん
す

い
く
の
、
く
と
く
し
て
、
む
り
や
う
さ
い
の
、
つ
み
を
め
つ
し
、

そ
く
し
ん
じ
や
う
ぶ
つ
と
、
と
き
給
ふ

と
な
っ
て
い
る
。
は
っ
き
り
と

「阿
弥
陀
如
来
」
と
は
言
っ
て
い
な
い

が
、
花
の
精
の
扮
す
る
女
房
が
聖
に
、

五
き
や
く
、
十
あ
く
の
も
の
、
女
人
、
ひ
し
や
う
、
草
木
ま
て
も
、

た
す
け
た
ま
は
ん
と
の
、
ほ
と
け
の
、
御
せ
い
く
わ
ん
に
て
は
、

候
は
す
や

と
、
教
化
を
求
め
て
い
る
部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
女
人
往
生

の
説
法
で
あ
ろ
う
。
「花
情
物
語
」
と
ほ
ぼ
同
じ
文
辞
で
、
女
人
罪
障
の

句
も
と
も
に
、
最
も

一
般
的
な
、
①
③
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
引
用
の
微
妙
な
違
い
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
特
徴
が
現
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
①
の
句
は
、
「女
人
往
生
聞
書
』
に
は
、

涅
槃
経
ニ
イ
ハ
ク
、
所
有
三
千
界
男
子
諸
煩
悩
、
合
集
為

一
人
女

人
之
業
障
。
コ
ノ
文
ノ
コ
ヽ
ロ
ハ
、
ア
ラ
ユ
ル
三
千
界
ノ
男
子
ノ

モ
ロ
ノ
ヽ
ノ
煩
悩
ヲ
ア
ハ
セ
ア
ツ
メ
テ

一
人
ノ
女
人
ノ
業
障
ト
ス

ト
ナ
リ
。

と
あ
る
。
「花
情
物
語
」
に
も
、

ね
は
ん
経
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
三
千
界
の
な
ん
じ
の
、
も
ろ
ノ
ヽ
の

ほ
ん
な
ふ
、
さ
い
し
や
う
を
、
合
あ
つ
め
て
、
女
人

一
人
の
、
こ

つ
し
や
う
と
す

と
あ
り
、
「女
人
往
生
聞
書
』
の
「
コ
ノ
文
ノ
コ
ヽ
ロ
ハ
」
以
下
の
訓
読

文
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
し
か
し
、
「胡
蝶
物
語
」
に
は
、

ね
は
ん
経
に
見
え
た
る
は
、
〓
一千
大
せ
ん
せ
か
い
の
も
ろ
ノ
ヽ
の

な
ん
し
の
、
ほ
ん
な
ふ
を
、
合
せ
て
、
女
人

一
人
の
、
こ
つ
し
や

う

［と
］
す

と
あ
り
、
「
ア
ラ
ユ
ル
三
千
界
」
が

コ
二
千
大
せ
ん
せ
か
い
」
、
「
ア
ハ
セ

ア
ツ
メ
テ
」
が

「合
せ
て
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「胡
蝶
物

語
』
が
、
談
義
本
に
近
い
文
辞
を
持
つ

『花
情
物
語
」
を
、
物
語
と
し

て
読
み
や
す
い
文
章
に
作
り
替
え
た
と
い
う
印
象
を
与
え
る
が
、
必
ず

し
も

『胡
蝶
物
語
」
が
後
出
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
③

の
句
は
、
「女
人
往
生
聞
書
」
、
「女
人
教
化
集
』
、
「花
情
物
語
」
で
は
、

「唯
識
論
』
の
句
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「胡
蝶
物
語
』
で
は
、
①
に
続
い

て

「あ
る
ひ
は
又
」
と
示
さ
れ
、
「涅
槃
経
」
の
句
で
あ
る
と
言
っ
て
い

出
Ｆ

「 の期

彎

縫

錬

弩

鶴

導
麟

製

製
嚇

襦
薦

議
巴
以
外
の
何
か
か
ら
引
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
「胡
蝶
物
語
」
に
は
、

唐
の
自
楽
天
か
、
こ
と
は
に
も
、
人
む
ま
れ
て
、
女
人
の
身
と
な
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る
事
な
か
れ
、
百
年
の
く
ら
く
は
、
た
に
ん
に
よ
れ
り
と
あ
り

と
い
う
、
自
居
易
の
新
楽
府

「太
行
路
」
に
よ
っ
た
部
分
が
あ
る
（が
、

こ
れ
は
、
「花
情
物
語
」
に
は
な
く
、
「女
人
往
生
聞
書
』
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
僅
か
な
違
い
か
ら
前
後
関
係
を
決
め
る
の
は
難
し
い
が
、

少
な
く
と
も
、
「花
情
物
語
』
の
作
者
の
み
な
ら
ず

『胡
蝶
物
語
』
の
作

者
も
、
女
人
往
生
の
説
法
を
知

っ
て
い
て
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

言
え
る
だ
ろ
う
。
女
人
往
生
の
説
法
は

「胡
蝶
物
語
』
の
よ
う
な
宗
派

に
偏
り
の
な
い
作
品
の
説
法
に
も
採
用
さ
れ
る
ほ
ど
代
表
的
な
も
の
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
多
く
重
な
る
文
辞
を
持
つ
歌
の
部
分
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「花
情
物
語
』
で
は
、
草
庵
に
暮
ら
す
聖
が
、
秋
の
「さ
ひ
し
さ
に
」
、

次
の
よ
う
な
歌
を
詠
む
。

こ
ゑ
を
聞
、
色
を
み
る
に
も
、
世
の
中
に
、
心
と
ま
ら
ぬ
、
墨
染

の
袖
あ
す
と
し
も
、
し
ら
ぬ
庵
の
、
窓
の
内
に
、
し
は
し
は
や
と
せ
、

山
の
葉
の
月

『胡
蝶
物
語
』
で
は
、
聖
の
も
と
に
人
が
集
ま
り
す
ぎ
た
た
め
、
そ
れ

を

「う
と
は
し
く
」
思
っ
て
、

こ
ゑ
を
き

ゝ
、
い
ろ
を
み
る
に
も
、
世
の
中
に
、
こ
ゝ
ろ
と
ま
ら

ぬ
、
す
み
そ
め
の
そ
て

ひ
と
り
世
を
、
の
か
れ
て
す
め
る
、
庵
な
れ
は
、
の
き
も
る
月
も
、

い
と
は
し
き
か
な

と
詠
む
。
そ
れ
ぞ
れ
、
「さ
ひ
し
さ
」
、
「
つ
と
は
し
」
さ
を
詠
ん
だ
歌
で

あ
る
と
言
い
な
が
ら
、
一
首
目
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

厭
世
観
の
歌
で
、
「さ
ひ
し
さ
」
を
詠
ん
だ
歌
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
従
っ

て
、
こ
の
部
分
は

『花
情
物
語
』
の
方
が

「胡
蝶
物
語
』
よ
り
も
後
に

作
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
改
変
の
際
に
、
二
首
目
は
明
ら
か

に

で
つ
と
は
し
」
さ
の
歌
で
あ
る
の
で
差
し
替
え
た
が
、
一
首
目
に
は

「う
と
は
し
」
さ
が
強
く
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
利
用

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
う

一
点
、
成
立
の
前
後
関
係
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
『花

情
物
語
』
の
、
花
の
精
が
詠
む
歌
に
関
し
て
考
え
て
み
る
。
「花
情
物

語
」
で
は
、
夕
顔
、
萩
、
女
郎
花
、
常
夏
と
い
う
順
で
十
五
の
花
が
歌

を
詠
む
が
、
聖
の
も
と
に
訪
れ
る
尼
や
女
房
の
様
子
が
、
そ
の
順
序
に

一
致
す
る
。

ま
ず
、
「六
十
あ
ま
り
の
尼
君
」
が
訪
ね
て
く
る
。
「色
は
あ
く
ま
て

自
く
し
て
、
青
ね
り
ぬ
き
の
、
し
た
き
ぬ
に
、
ね
り
ぬ
き
の

一
ゑ
、
打

か
つ
き
」
と
あ
り
、
白
い
花
を
つ
け
る
夕
顔
を
想
像
さ
せ
る
。
次
の
「は

た
ち
は
か
り
の
女
房
」
は
、
「は
き
む
ら
さ
き
の
、
下
か
さ
ね
に
、
つヽ
す

色
の
き
ぬ
、
か
み
に
か
け
、
世
に
や
さ
し
け
に
、
露
お
も
け
な
る
ふ
せ

ひ
」
で
、
萩
の
色
や
、
そ
の
様
子
を
想
像
さ
せ
る
。
ま
た
、
「露
」
の
語

は
萩
の
歌
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
次
に
、
「十
七
八
と
、
お
ほ
し
き

女
房
」
が
、
「柳
重
の
、
そ
め
小
袖
に
、
く
ち
は
色
の
う
す
き
ぬ
、
打
か

つ
き
」
や
っ
て
く
る
。
「柳
重
」
は
葉
の
色
を
示
し
、
「く
ち
は
色
」
は

女
郎
花
の
黄
色
の
花
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

お
な
し
人
間
と
は
、
申
せ
と
も
、
か

ヽ
る
女
人
の
身
を
う
け
て
、
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五
障
の
雲
、
あ
つ
く
お
ほ
ひ
、
三
せ
う
の
つ
み
、
た
ゑ
か
た
し
、

か
や
う
に
、
つ
た
な
き
身
な
れ
は
、
御
聖
の
け
ち
ゑ
ん
に
、
あ
つ

か
り
ま
い
ら
せ
ん
た
め
に
、
あ
た
し
野
の
、
草
ふ
み
わ
け
て
、
参

り
た
り
と
て
、
是
も
座
敷
に
な
を
り

と
あ
っ
て
、
女
郎
花
の
歌
に
も
用
い
ら
れ
る

「あ
た
し
野
の
」
と
い
う

言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「十
四
五
ば
か
り
の
女
房
」
が
、

「
し
ら
う
ら
か
さ
ね
の
、
十
二
ひ
と
へ
に
、
」ゝう
は
い
の
う
す
き
ぬ
、
か

み
に
か
け
」
て
登
場
す
る
。
こ
れ
は
淡
紅
色
の
花
を
つ
け
る
常
夏
、
つ

ま
り
、
撫
子
で
あ
る
。
こ
の
女
房
は
、
「身
な
し
子
」
で
あ
る
と
言
い
、

「
い
と

ゝ
お
も
ひ
は
ま
す
か

ヽ
み
、
お
も
か
け
に
立
、
父
は

ヽ
の
、
と
こ

な
つ
か
し
き
明
暮
は
、
ほ
ん
な
ふ
の
、
ち
り
を
は
ら
へ
と
も
、
猶
ま
ふ

し
ゆ
う
の
露
な
み
た
」
と
、
父
母
へ
の
思
い
を
語
る
。
常
夏
の
歌
は
「法

を
聞
は
、
な
を

一
入
に
、
父
母
の
、
と
こ
な
つ
か
し
き
、
花
の
ゆ
ふ
露
」

で
あ
る
。
そ
の
後
に
も
色
と
り
ど
り
の
装
束
の
女
房
が
続
く
。
そ
れ
ら

の
女
房
は
歌
を
詠
ん
だ
花
と
は
対
応
し
て
い
な
い
が
、
最
初
の
四
人
に

つ
い
て
は
、
最
初
の
四
つ
の
花
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

こ
れ
に
対
し
て

「胡
蝶
物
語
」
で
は
、
「う
す
あ
ほ
の
き
ぬ
に
、
ね
り

ぬ
き
、
か
み
に
、
う
ち
か
つ
」
い
た

コ
ハ
十
に
、
あ
ま
り
た
る
ら
ん
と
、

お
ほ
し
き
、
あ
ま
」
の
あ
と
、
「
や
な
き
色
の
き
ぬ
き
て
、
つヽ
す
む
ら
さ

き
の
こ
そ
て
、
か
み
に
か
つ
」
い
た

「
二
人
は
か
り
な
る
女
房
」
、
「う

す
も
え
き
の
き
ぬ
き
て
、
き
な
る
小
袖
、
う
ち
か
つ
」
い
た

「十
四
五

は
か
り
な
る
女
」
と
続
く
。
こ
れ
ら
の
女
房
の
姿
も
花
の
精
で
あ
る
こ

と
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
花
で
あ
る
か
は
示
し
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
を
説
明
す
る
文
辞
を

『花
情

物
語
」
と
比
較
し
て
み
る
と
、
「花
情
物
語
」
で
三
人
目

（女
郎
花
）
に

あ
た
る

「
二
人
は
か
り
な
る
女
房
」
は
、

み
つ
か
ら
も
、
御
あ
と
を
し
た
ひ
、
参
り
候
、
五
し
や
う
三
し
う

の
く
も
あ
つ
ふ
し
て
、
し
ん

［に
］
よ
の
月
を
、
す
ま
す
事
な
し
、

い
ま
、
あ
ひ
か
た
き
、
ゑ
ん
に
ひ
か
れ
て
、
こ
れ
ま
て
ま
い
り
た

る
事
こ
そ
、
う
れ
し
う
さ
ふ
ら
へ
、
い
か
さ
ま
に
も
、
上
人
の
、

御
を
し
へ
に
ま
か
せ
、
末
の
や
み
ち
を
は
ら
し
ま
い
ら
せ
ん
と

て
、
露
に
し
ほ
れ
、
な
み
た
に
む
せ
ひ
て
そ
ら
い
し
け
る

と
あ
る
。
前
に
示
し
た

「花
情
物
語
』
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ

る
が
、
「あ
た
し
野
」
の
語
は
な
い
。
四
人
目

（常
夏
）
に
あ
た
る

「十

四
五
は
か
り
な
る
女
」
で
は
、
「父
は

ヽ
の
、
と
こ
な
つ
か
し
き
」
が
、

「ち

ゝ
は

ヽ
の
こ
と
、
な
つ
か
し
き
」
と
な
っ
て
い
る
。
「胡
蝶
物
語
』

の
歌
は
、
夕
顔
、
萩
、
女
郎
花
、
桔
梗
、
百
合
と
い
う
よ
う
に
続
き
、
常

夏
の
歌
は
な
く
、
後
の
方
に
別
の
内
容
で
撫
子
の
歌
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
女
房
と
花
の
対
応
は

「花
情
物
語
』
の
み
に
見
ら
れ
る
。
も
し
、

「胡
蝶
物
語
』
の
方
が
後
で
あ
る
な
ら
ば
、
女
房
の
服
装
や
様
子
を
記

し
た
言
葉
を
微
妙
に
変
化
さ
せ
て
、
無
理
に
対
応
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

た
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
「花
情
物
語
』
の
方
が
工
夫
し
た
部
分
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

前
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
お
伽
草
子
の
常
と
し
て
、
こ
の
二
本
以
外

に
も
交
渉
の
あ
っ
た
物
語
の
存
在
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
以

上
の
こ
と
か
ら
、
「花
情
物
語
』
は
、
「胡
蝶
物
語
」
を
利
用
し
て
作
ら
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れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「花
情
物
語
』
は
、
既

存
の
物
語
を
利
用
し
て
、
自
派
の
説
法
を
重
視
し
た
物
語
と
し
て
作
ら

れ
、
そ
の
際
に
、
宗
教
的
な
面
以
外
に
も
手
を
加
え
て
面
白
く
読
ま
せ

よ
う
と
し
た
作
品
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「花
情
物
語
』
の
説
法
の
文
辞
は
、
「胡
蝶
物
語
』
よ
り
も
談
義
本
に
近

い
が
、
「花
情
物
語
』
の
作
者
や
享
受
者
に
と

っ
て
は
、
「胡
蝶
物
語
」

の
よ
う
な
、
女
人
往
生
の
談
義
を
聞
き
慣
れ
て
い
な
い
者
に
も
な
じ
み

や
す
い
文
辞
よ
り
も
、
実
際
の
談
義
に
近
い
方
が
、
か
え

っ
て
、
親
し

み
や
す
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
女
人
往
生
の
説
法
を

「胡
蝶
物
語
」
の
作
者
も
よ
く
知
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
が
、
こ
ち
ら
も
、
宗
教

的
な
啓
蒙
を
意
図
し
た
物
語
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「花
情
物
語
」
で

は
、
聖
の
説
法
の
中
で
、
女
人
往
生
に
関
わ
り
の
深
い
阿
弥
陀
仏
と
関

連
し
て
、
「胡
蝶
物
語
』
で
は
、
冒
頭
で
、
「胡
蝶
」
の
無
常
観
を
示
す

た
め
に
、
と
も
に
、
釈
迦
伝
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
青
年
の

頃
の
釈
迦
が
官
殿
の
東
南
西
北
の
各
門
を
出
て
、
老

。
病

。
死

・
無
常

を
知

っ
た
と
い
う

「
四
門
出
遊
」
の
場
面
を
比
較
し
て
み
る
。

「花
情
物
語
」
で
は
、
「
四
門
出
遊
」
に
、
お
伽
草
子
に
よ
く
用
い
ら

れ
る

「
四
方
四
季
」
の
趣
向
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
王
官
の
東
は
春
の
景
色
で
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
て
い

る
が
、
そ
れ
を
見
に
行
く
と
老
人
に
会
う
。
次
の
日
、
南
の
夏
の
景
色

純
螂
研

絵

瞥

鶴

淋

と ヵ、
”
餌

難

い
電

緯

螺

肘

翡

攣

輔

鐸

酬

軽

鈴

蝿

謎

櫨

こ
の
こ
と
は
、
一
見
、
「胡
業
物
語
』
が
風
流
な

「
四
方
四
季
」
を
重
視

し
て
、
釈
迦
伝
を
軽
視
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
し
か

し
、
実
は
、
「胡
蝶
物
語
』
で
は
、
「胡
蝶
」
の
無
常
観
を
示
す
と
い
う

文
脈
の
中
で
、

さ
れ
は
、
冨
こ

世
れ
う
た
つ
の
、
御
仏
た
に
、
無
常
の
を
き
て

は
、
の
か
れ
さ
せ
給
は
す
、
況
や
、
に
ん
け
ん
に
を
い
て
を
や

と
、
釈
迦
で
さ
え
死
を
免
れ
得
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
引
き
出

す
た
め
だ
け
に
、
釈
迦
伝
全
体
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（罐
そ
の

よ
う
な

一
挿
話
と
し
て
は
、
「
四
門
出
遊
」
ま
で
を
記
す
こ
と
は
分
量

的
に
無
理
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
「
四
門
出
遊
」
が
な
い
と
い
う
以
外
は
、

「花
情
物
語
」
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
細
か
さ
で
釈
迦
の
誕
生
か
ら
涅
槃
ま

で
が
記
さ
れ
て
お
り
、
物
語
に
破
綻
を
来
す
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ

れ
る
ほ
ど
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「胡
媒
物
語
」
が
無
理
に
釈
迦

伝
を
挿
入
し
て
い
る
こ
と
自
体
、
そ
れ
を
含
む
こ
と
を
重
視
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
末
尾
に
、

こ
の
さ
う
し
を
、
見
た
ま
は
ん
人
は
、
じ
ひ
正
直
を
、
も
つ
は
ら

に
し
て
、
と
ん
よ
く
じ
や
け
ん
、
れ
ん
は
、
あ
ひ
し
う
、
も
ろ
ノ
ヽ

の
、
あ
く
こ
う
、
ほ
ん
の
大
て
き
の
、
き
ほ
ひ
か

ヽ
る
と
き
は
、

に
ん
に
く
、
じ
ひ
を
、
た
て
に
つ
き
、
め
う
が
う
の
、
り
け
ん
を

も
つ
て
、
こ
れ
を
、
し
つ
め
給
ふ
へ
し

と
あ
る
こ
と
に
も
繋
が
る
よ
う
に
、
「胡
蝶
物
語
』
も
ま
た
、
宗
教
的
な
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啓
蒙
を
も
目
的
と
し
た
物
語
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「花
情

物
語
』
の
よ
う
に
、
宗
派
を
限
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
広
く
読
ま
れ

る
こ
と
を
目
指
し
た
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
。

四

以
上
、
女
人
往
生
の
説
法
を
含
む
お
伽
草
子
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
「
ゑ
ん
が
く
』
の
よ
う
に
、
談
義
本

の
文
辞
を
直
接
利
用
し
た
例
が
あ
る

一
方
で
、
そ
う
で
は
な
い
草
子
も

あ
る
。
室
町
時
代
中
頃
の
成
立
と
思
わ
れ
、
談
義
本
と
し
て
用
い
ら
れ

た

『大
仏
供
養
物
語
』
の
説
法
の
言
説
が
、
必
ず
し
も

「女
人
往
生
聞

書
』
な
ど
の
文
辞
と

一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
も
、
女

人
往
生
の
説
法
は
時
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
ゑ

ん
が
く
』
の
例
を
考
え
る
と
、
次
第
に
テ
キ
ス
ト
に
従

っ
て
固
定
し
て

き
た
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
時
期
で
あ
っ
て
も
、
全
て
が
談
義
本
の
文
辞
に

一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
「胡
蝶
物
語
』
は
、
「花
情
物
語
』

に
比
べ
、
や
や
談
義
本
の
文
辞
か
ら
は
遠
い
よ
う
で
あ
る
が
、
宗
派
を

限
定
し
な
い
物
語
と
し
て
は
そ
の
方
が
適
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
、

浄
土
教
系
の
教
え
を
強
調
す
る

「花
情
物
語
」
の
文
辞
は
、
実
際
の
説

法
の
言
説
に
近
い
方
が
、
宗
教
的
啓
蒙
の
効
果
が
期
待
で
き
る
だ
ろ

つヽ
。本
稿
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
が
、
「大
仏
供
養
物
語
』
は
、
特
に
説
法
部

分
を
重
視
し
た
談
義
本
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿

で

扱

っ
た
お
伽
草
子
も
、
物
語
中
の
説
法

で
教
化
す
る
と

い
う
方
法
を
受

け
継

い
だ
物
語
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

注（１
）
廣
田
哲
通
氏

『中
世
法
華
経
注
釈
書
の
研
究
』
２

九
九
二
年
、
笠
間
書

院
）
第
六
章

「お
伽
草
子
と
直
談
」
所
収
の
諸
論
考
な
ど
。
拙
稿

「『勧
学

院
物
語
」
と
天
台
談
義
所
」
η
詞
林
』
二
〇
、　
一
九
九
六
年
十
月
）
で
は
、

談
義
所
と
お
伽
草
子
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

（２
）
平
雅
行
氏
は
、
「
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
２

九
九
二
年
、
塙
書
房
）

で
、
顕
密
仏
教

（旧
仏
教
）
に
既
に
女
人
救
済
の
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
さ
れ
、
女
人
往
生
論
を
説
い
た
法
然
の
著
述
は
「無
量
寿
経
釈
』
の
み
で
、

他
の
資
料
と
合
わ
せ
て
も
法
然
が
こ
れ
を
積
極
的
に
説
い
た
と
は
言
え
な
い

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
堀
太
逸
氏
は
、
「法
然
の
念
仏
と
女
性
―

女
人
教
化
諄
の
成
立
―
失
西
口
順
子
氏
編
『中
世
を
考
え
る
　
仏
と
女
穴

一

九
九
七
年
、
吉
川
弘
文
館
》

で
、
「無
量
寿
経
釈
』
の
女
人
往
生
論
が
、
浄

土
宗
の
布
教
伝
道
活
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、後
世
に
増
補
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（３
）
阿
部
泰
郎
氏

「女
人
禁
制
と
推
参
」
（「シ
リ
ー
ズ
女
性
と
仏
教
４
　
巫
と

女
神
』
２

九
八
九
年
、
平
凡
社
》

は
、
女
人
禁
制
の
本
質
に
関
わ
る
論
考

で
あ
る
が
、物
語
に
見
ら
れ
る
女
人
往
生
の
説
法
の
様
相
に
つ
い
て
も
論
じ

ら
れ
て
い
る
。

（４
）
『大
仏
供
養
物
語
」
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

（５
）
黒
田
佳
世
氏

「
「
ゑ
ん
が
く
」
の
景
観
年
代
」
（中
野
猛
氏
編

「説
話
と

伝
記
と
略
縁
起
』
２

九
九
六
年
、
新
典
社
》
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（６
）
「女
人
往
生
聞
書
』
は

「真
宗
資
料
集
成
』

一
に
、
「女
人
往
生
集
」
、
「女

人
教
化
集
』
は

「真
宗
資
料
集
成
』
五
に
、
各
々
収
め
ら
れ
て
お
り
、
本

稿
で
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。
な
お
、
専
想
寺
蔵
天
然
写
本

「女
人
往
生

聞
書
」
に
つ
い
て
は
、
黒
田
彰
氏
が

「愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

（国

文
学
科
編
と

〓
一七

（
一
九
八
八
年
）
に
、
影
印
と
略
解
題
を
示
さ
れ
て
い

Ｚ
一
。

（７
）
日
蓮
の
著
作
に
は
、
「無
量
寿
経
釈
」
に
出
来
す
る
女
人
禁
制
の
霊
地
を

列
挙
し
た
部
分
は
な
い
。
女
人
罪
障
の
句
は
必
ず
し
も
女
人
禁
制
の
霊
地
を

列
挙
す
る
説
法
の
み
と
結
び
つ
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

（８
）
④
は
、
「仏
説
優
填
王
経
』
η
大
正
新
修
大
蔵
経
』
十
二
　
ヽ
３
３
２

七
二
頁
上
）
に
、
⑦
は
、
『大
智
度
論
』
巻
十
四

（『大
正
新
修
大
蔵
経
』
二

十
五
　
ヽ
１
５
０
９
　
一
六
六
頁
上
）
に
あ
る
。
琢
成

「女
人
往
生
聞
書

壬
辰
記
』
（天
保
三
年

（
一
八
三
二
）
七
月
講
　
『真
宗
大
系
』
二
十
八
）
の

出
典
考
証
で
は
、
①

『大
般
涅
槃
経
』
巻
九

（『大
正
新
修
大
蔵
経
』
十
二

恥
３
７
４
　
四
三
二
頁
上
）、
②

「大
般
涅
槃
経
』
巻
十
三

（『大
正
新

修
大
蔵
経
」
十
二
　
ヽ
３
７
４
　
四
四
〇
頁
中
）、
⑥

『増

一
阿
含
経
』
巻

九

（『大
正
新
修
大
蔵
経
』
二
　
恥
１
２
５
　
五
九

一
頁
）
の
文
意
を
と
っ

て
作
ら
れ
た
句
で
あ
る
と
す
る
。

（９
）
「新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
（第
二
種
七
巻
本
）
に
よ
る
。

（Ю
）
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
よ
る
。
真
名
本
に
は
な
い
。

（Ｈ
）
女
人
罪
障
の
句
に
つ
い
て
は
、
測
江
文
也
氏

「『河
海
抄
」
注

「女
人
為

罪
障
」
の
句
を
中
心
に
」
０
仏
教
文
学
』

一
一
、　
一
九
八
七
年
三
月
）、
黒

木
祥
子
氏

「舞
曲

「常
盤
問
答
」
に
つ
い
て
」
η
語
文
』
三
五
、
一
九
七
九

年
四
月
）、
日
中
貴
子
氏

天
悪
女
〉
に
つ
い
て
―
称
徳
天
皇
と

「女
人
業
障

掲
」
―
」
「
叙
説
』

一
七
、　
一
九
九
〇
年
十
月
）
が
参
考
に
な
る
。

（‐２
）
『宝
物
集
』
に
は
①
⑥
③
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
⑥
の
み
別
の
個
所
に

記
さ
れ
て
い
る
。

（
‐３
）
「胡
蝶
物
語
」
と

「花
づ
く
し
』
の
伝
本
の
文
辞
に
は
、
ほ
と
ん
ど
異
同

が
な
い
。

（
‐４
）
『法
華
経
』
巻
三
薬
草
喩
品
第
五
に
関
し
て
、
草
木
成
仏
が
説
か
れ
る
こ

と
が
多
い
。
ま
た
、
「中
陰
経
」
の
句
と
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

実
際
に
は
経
典
に
は
見
ら
れ
な
い
句
で
あ
る
。
宮
本
正
尊
氏

「「草
木
国
土

悉
皆
成
仏
」
の
仏
性
論
的
意
義
と
そ
の
作
者
」
η
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
九

―
二
、　
一
九
六

一
年
）
参
照
。

（
‐５
）
「織
田
仏
教
大
辞
典
』
に
、
「是
れ
本
朝
禅
徳
の
遺
掲
な
り
、
何
人
に
成
る

を
知
ら
ず
。」
と
あ
る
。

（
‐６
）
『胡
蝶
物
語
」
と
同
じ
よ
う
に
、
「花
情
物
語
」
に
も
、
「ほ
ん
な
ふ
、
そ

く
ほ
た
ひ
、
し
や
う
し
、
そ
く
ね
は
ん
」
、
「草
本
国
土
、
悉
皆
成
仏
と
、
法

華
経
の
も
ん
に
、
見
え
て
侯
へ
は
」
と
い
う
部
分
が
あ
る
。
天
台
本
覚
思
想

に
関
わ
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
お
伽
草
子
に
も
よ
く
見
ら
れ
、
一

般
化
し
た
句
と
し
て
と
ら
え
れ
ば
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「花
情
物

〓
巴

が

「胡
蝶
物
語
」
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
際
に
残
っ

た
部
分
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
‐７
）
照
蓮
寺
宣
明
、
歓
喜
寺
治
部
卿
明
了
な
ど
に
つ
い
て
は
、
明
了
の
孫
に
あ

た
る
正
覚
寺
浄
明
の
記
し
た

「眠
江
記
』
３
高
山
別
院
史
』
上
、

一
九
人
三

年
、
真
宗
大
谷
派
高
山
別
院
）
に
詳
し
い
。

「秋
月
物
語
」
に
、
「と
う
あ
ん
」
、
「よ
ま
」
、
「滝
口
物
語
』
に
、
「
よ
ま
」
、

「花
情
物
語
』
の
末
尾
に
「ぬ
し
　
と
や
ま
」
と
あ
る
。
北
條
秀
雄
氏
は
、
「歓

喜
寺
に
残
る
室
町
時
代
物
語
集
」
η
飛
騨
春
秋
』
一
六
―

一
〇
、
一
九
七

一

年
十
月
）
で
、
宣
明
は
、
二
人
の
女
性
と
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
、
一
男
二
女
を

設
け
た
が
、
草
子
が
歓
喜
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
よ
ま
」
「と

や
ま
」
を
、
歓
喜
寺
の
祖
で
あ
る
治
部
卿
明
了
と
同
腹
の
姉
妹
で
あ

っ
た

―-33-―



の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
‐８
）
こ
の
句
は
、
実
際
に
は
経
典
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
本
文
に
示
し
た
ほ

か
、
「河
海
抄
」
も

『涅
槃
経
』
の
句
と
す
る
。
そ
の
他
、
元
禄
本
、
片
仮

名
古
活
字
本

『宝
物
集
」
、
「法
華
題
目
抄
」
、
「女
人
成
仏
紗
』
は
、
「華
厳

経
」
と
し
て
、
「女
人
往
生
集
』
は
、
「宝
積
経
」
と
し
て
引
用
す
る
。
な

お
、
「大
仏
供
養
物
語
」
伝
本
の
う
ち
、
赤
木
文
庫
蔵
本
の
み
は
、
「大
乗

経
』
の
句
と
す
る
。

（
‐９
）
「太
行
路
」
の

「人
生
莫
作
婦
人
身
　
百
年
苦
楽
由
他
人
」
の
部
分
で
あ

る
。
冨
曰我
物
語
」
の
伝
本
の
う
ち
、
彰
考
館
本
な
ど
は
、
「少
将
法
門
の
事
」

の
説
法
部
分
に
自
居
易
の
新
楽
府

「古
塚
狐
」
の

「狐
仮
女
妖
害
猶
浅
　
一

朝

一
夕
迷
人
眼
　
女
為
狐
媚
害
即
深
　
日
長
月
長
溺
人
心
」
を
引
用
し
て
い

２
一
。

（２０
）
徳
田
和
夫
氏
は
、
「お
伽
草
子
研
究
』
貧

九
八
八
年
、
三
弥
井
書
店
）
第

一
編
第
二
章

「
四
方
四
季
の
風
流
」
で
、
「
四
門
出
遊
」
と

「
四
方
四
季
」
を

合
わ
せ
た
趣
向
が
、
既
に
、
日
蓮
の

『聖
愚
問
答
紗
」
に
見
ら
れ
る
こ
と
を

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「釈
迦
の
本
地
』
の
伝
本
の
う
ち
、
こ
の
趣
向
が
見
ら

れ
な
い
の
は
慶
長
十
六
年

（
三
ハ
〓

じ
書
写
の
彰
考
館
本

Ｇ
釈
迦
物
語
」
、

「室
町
時
代
物
語
集
』
四
所
収
）
の
み
で
あ
る
が
、
黒
部
通
善
氏
は
、
冒
凛

代
物
語
『釈
迦
物
語
」
―
仏
伝
経
典
へ
の
志
向
―
」
ａ
愛
知
学
院
大
学
論
叢

一
般
教
育
研
究
』
三
二
―
四
、
一
九
八
六
年
二
月
）
で
、
同
伝
本
は
、
日
本

的
に
変
容
し
た

「釈
迦
の
本
地
』
を
否
定
し
て
、
仏
伝
経
典
に
よ
っ
て
修
正

し
た
伝
本
で
あ
る
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

（
２‐
）
「胡
蝶
物
語
」
の
文
辞
は
、
『釈
迦
の
本
地
」
や

「花
情
物
語
』
の
文
辞
と

は
異
な
る
。

（
２２
）
「花
情
物
語
」
の
こ
の
部
分
は
、
簡
潔
に
釈
迦
の
涅
槃
の
み
が
記
さ
れ
て

い
る
。
「花
情
物
語
」
は
、
釈
迦
伝
を
説
法
部
分
に
移
動
さ
せ
た
た
め
に
、
よ

り
詳
し
く
語
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
本
稿
で
使
用
し
た
お
伽
草
子
の
引
用
本
文
な
ど
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り

「室
町
時
代
物
語
大
成
」
に
よ
っ
て
い
る
。

（み
の
う
ら

。
な
お
み
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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